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【県土整備部 道路事業】
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Ⅰ 事業の概要

【現況】

国道400号は、茨城県水戸市を起点とし、那須塩原市を経由して福島県西会津町に至る広域的な幹線道
路であり、県北部地域の観光や産業を支える路線であるとともに、緊急輸送道路や重要物流道路にも指
定されている重要な道路である。

しかしながら、西三島地内から上赤田地内においては、前後が完成４車線で供用しているにも関わら
ず、２車線となっており、道路ネットワーク上のボトルネックとなっているほか、朝夕の通勤時間帯を
中心に主要な交差点において慢性的な渋滞が発生していることから、道路利用者の安全で円滑な通行の
確保が課題となっている。

本事業により、事業区間の整備を図ることで、安全で円滑な交通を確保するとともに、観光産業をは
じめとする各種産業の振興と安定的な物流機能を確保するものである。

【目的】
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■標準横断図
現況 計画一般図

三島・西赤田工区

平成24(2012)年度～令和13(2031)年度
（平成24(2012)年度～令和 9(2027)年度）

目標事業期間
(変更前)

平成24(2012)年度 事業化
平成27(2015)年度 用地調査・取得等に着手
平成28(2016)年度 工事着手
令和 7(2025)年度 再評価（今回）

事業経過

97.0(62.0)億円 ※( )は前回計画時全体事業費

Ｌ＝3,120m
［Ｌ＝ 620m］

事業延長
[うち整備済延長]

基準年次：【令和７年度末時点】
費用 進捗率

既投資事業費 46.7億円 48％
［うち用地補償費 39％］

進捗率

【事業概要図】



Ⅰ 事業の概要
【事業内容】
Ⅰ 事業の概要

■現況写真

■平面図

出典：国土地理院ウェブサイト（https://maps.gsi.go.jp/) 3
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至 大田原市街地

至 塩原温泉郷

渋滞の発生状況 至 大田原市街地

至 塩原温泉郷

通学児童の危険な状況

4車線
供用済み

上赤田
交差点

西三島
にじいろ歩道橋歩道橋

三島工区 L=620ｍ
H24～R3

三島・西赤田工区 L=3,120ｍ
H24～R13



【今後の事業進捗の見込み】
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Ⅱ 事業の評価

【全体事業費の見直し】

62.0億円 ⇒ 97.0億円（＋35.0億円）事業費

前回計画
(R5年度)

今回計画

１ 費用対効果分析結果

２ 事業の整備効果等
• ボトルネックの解消による産業・観光支援及び平常時・災害時を問わない安定的な輸送が確保される。
• 渋滞緩和による交通の円滑化が図られる。
• 道路利用者の安全で円滑な通行空間の確保による地域生活の安全・安心の向上が図られる。

【事業の投資効果】

総費用（Ｃ）総便益（Ｂ）Ｂ／Ｃ

97億円123億円1.3（１）事業全体

48億円97億円2.0（２）残事業

・総事業費の見直し
62億円 ⇒ 97億円

・事業期間の見直し
令和９年度 ⇒ 令和13年度



Ⅱ 事業の評価
【事業の進捗状況等】 ※令和７年度末時点
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【コスト縮減等】

【事業の対応方針（案）】

本計画で事業を継続する。

２ 今後の事業進捗の見込み
• 工事を推進し、令和13年度を目標に事業

完了を図る。

１ 事業の進捗状況
• 全体事業進捗率 ４８％

用 地 ３９％
工 事 ６７％

２ 代替案立案等の可能性
• 面積ベースで約８割の用地補償を実施済み

であり、一部工事にも着手していることか
ら、引き続き現計画で事業を継続すること
が妥当と考える。

１ コスト縮減方策
• 再生材の利用や建設発生土の公共工事間

流用に努め、コスト縮減を図る。

至 大田原市街地

至 塩原温泉郷

渋滞の発生状況

至 大田原市街地

至 塩原温泉郷

通学児童の危険な状況①現道状況 ②現道状況 整備中

至 大田原市街地

至 塩原温泉郷


